
 

 

 

第２回 福井都市圏における 

道路交通のサービス改善に向けた検討会 

 
⽇ 時：令和７年１０⽉３１⽇（⾦） 

１５：００〜１７：００ 

場 所：福井河川国道事務所 ３階 第２会議室 

 

 

議 事 次 第 

 

 

１．開 会 

２．議 題 

（１）対象エリアの設定           【資料２ Ⅰ～Ⅳ】 

（２）サービスレベルを設定する上で必要とする分析【資料２ Ⅴ】 

３．閉会 

 

 

 

 

＜配布資料＞ 

資料１・・＜概要＞第２回 福井都市圏における道路交通のサービス改善に向けた検討会 
資料２・・福井都市圏における道路交通のサービス改善に向けて 



福井都市圏における道路交通のサービス改善に向けた検討会 

 規約 

 

 

 （名 称） 

第１条  本検討会は、「福井都市圏における道路交通のサービス改善に向けた検討会」

（以下「本検討会」という。）と称する。 

 

 （目 的） 

第２条  本検討会は、国道 8 号をはじめとする福井都市圏の道路の渋滞解消など、  

地域の社会課題を解決するため、最新のデータを活用した道路交通の旅行速度

の実状把握・分析、求められるサービスレベル、それらを踏まえた新たな対策

などについて検討を行うことを目的とする。 

 

 （検討内容） 

第３条  本検討会は、「WISENET2050・政策集」を参考に、福井都市圏における地域の

社会課題の解決を図るため、下記の検討を行うこととする。 

        （１）対象エリアの選定 

        （２）道路交通の旅行速度のサービス水準の実状把握 

        （３）道路交通の旅行速度のサービス水準の低下要因の分析 

        （４）対策案の検討 

        （５）その他、本検討会が必要と認める事項 

 

 （会議の運営）  

第４条   本検討会は、会長を置き、必要に応じて会長が招集・開催する。 

    ２   会長は、委員の互選により決定する。     

    ３   本検討会の委員は、別紙のとおりとする。 

    ４   会長は、必要に応じ、会議へのアドバイザーの出席を求めることができる。 

    ５   会長が職務を遂行できない場合は、予め会長が指名する委員がその職務を代理 

する。 

 

（中立性）  

第５条   委員は、本検討会の設置目的に照らし、公正中立な立場から検討等にあたら 

なければならない。 

 

（守秘義務）  

第６条   委員は、本検討会で知り得た内容について、本検討会の許可無く第三者に  

漏らしてはならない。また、委員の職を退いた後も同様とする。 

 

（委員の任期）  

第７条   委員の任期は、第３条に定める事項が終了するまでとする。 

 

 



（事務局）  

第８条   事務局は、国土交通省近畿地方整備局福井河川国道事務所計画課、福井県  

土木部道路建設課、福井市建設部道路課に置く。 

 

（その他）  

第９条   本規約に定めのない事項等は、委員に諮った上で、会長が決定するものとする。 

 

 

附 則   この規約は、令和７年２月１９日から施行する。 



 

福井都市圏における道路交通のサービス改善に向けた検討会 

委員名簿 

 

 

【学識者】                   （敬称略・五十音順 ◎：会長） 

   福井大学 学術研究院 工学部 建築・都市環境工学科 講師  浅野 周平 

  ◎福井大学 学術研究院 工学系部門 教授           川本 義海 

名古屋大学大学院 環境学研究科 教授            中村 英樹 

福井工業大学 工学部 建築土木工学科 教授         吉村 朋矩 

 

【行政機関】 

   国土交通省 近畿地方整備局 福井河川国道事務所 所長      

   国土交通省 近畿地方整備局 福井河川国道事務所 副所長     

   福井県 土木部 道路建設課 課長                

   福井市 建設部 道路課 課長                  

   福井県警察本部 交通規制課 課長                

   中日本高速道路（株）金沢支社  

高速道路事業部 道路管制センター 交通管制課 課長       

   

 

【事務局】 
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＜概 要＞ 第２回 福井都市圏における道路交通のサービス改善に向けた検討会

○ 第２回の検討会では、福井都市圏においてサービスレベルの向上を目指す対象エリアを設定
○ また、次回以降の検討会に向けて、今後サービスレベルを設定する上で必要とする分析について議論

国道８号

南北軸 東西軸

8 5 416 158 114 11530 28 229

県道30号･28号･229号
（フェニックス通り）

県道５号
（芦原街道）

国道416号 県道114号･115号
（さくら通り）

国道158号

Ⅱ．道路の現状と課題

5 【課題】混雑時旅行速度4 【課題】閑散時※旅行速度

1 【現状】トリップ特性

Ａ Ｂ

a 

b 

c 

北部地域 福井市中心部 ・・・ 国道8号、フェニックス通り

南部地域 福井市中心部 ・・・ 国道8号、フェニックス通り

東部地域 福井市中心部 ・・・ 国道416号、国道158号

2 【現状】重要道路インフラ（防災・物流）

交通量

緊急輸送道路・重要物流道路

3万台以上/日 ・・・ 国道8号

北陸道、国道8号、県道20号・108号・10号

1万台以上～3万台未満/日

Ⅲ．重要路線の選定

※ 交通需要の影響をほとんど受けていない時間帯の旅行速度

Ⅳ．対象エリアの設定

金津IC入口
交差点

塚原交差点

Ⅴ．今後の進め方

時間帯
0

12

6

18

0

12

6

18

0

12

6

18

0

12

6

18

対象範囲

閑散時

閑散時

閑散時

：30％未満 ：30%以上40%未満

：40%以上50%未満 ：50%以上60%未満

：60%以上70%未満

凡 例

：70%以上

済生会病院
入口交差点

栗森町東交差点

舟津口交差点

七瀬橋交差点

西学園・
飯塚交差点

糺町交差点

国道８号の場合

平日
（上り）

休日
（上り）

平日
（下り）

休日
（下り）

新保交差点

無名交差点
（福井東部広域農道交差の西隣）

丸岡IC

福井北IC

福井IC

指定最高速度に対する平均旅行速度の割合

：30％未満 ：40～50％

：50～60％ ：70％以上

：30～40％

：60～70％

凡例

＜指定最高速度に対する平均旅行速度の割合＞

指定最高速度に対する平均旅行速度の割合

丸岡IC

福井北IC

福井IC

指定最高速度に対する平均旅行速度の割合

：30％未満 ：40～50％

：50～60％ ：70％以上

：30～40％

：60～70％

凡例

＜指定最高速度に対する平均旅行速度の割合＞ 課題路線

対象エリア

凡 例

重要路線

： 課題のある時間・箇所（閑散時）

：課題のある時間・箇所（混雑時）

閑散時

閑散時

閑散時

閑散時

閑散時

① 閑散時の旅行速度• 重要路線の と ② 混雑時の旅行速度 に着目し、

サービスレベル向上を目指す対象エリアを設定。

（拠点間の移動によく利用されてい道路）

3 【現状】交通量

• 福井都市圏における道路の現状と課題から、
特に課題等が多い路線を重要路線として選定

・・・ 北陸道、国道158号、国道416号
県道5号、県道29号、県道30号、県道114号
県道229号

 ＜例＞ある拠点間をいつでも○分でつなぐ

• 対象エリア内でOD分析等から拠点を設定

し、拠点間の連絡経路と現状を確認

• 『担うべき機能』と『利用実態』、『地域等が

求めるもの』から、対象エリアにおける

サービスレベル を設定

Ⅰ．現状課題、地域計画 人口（ヒト）・産業（モノ）の分布状況やその動きの交通手段と特性、地域計画を確認

P6～7
P8

P9～10

P11 P12

P17

P19～24

P26～28

P2～4

金津IC

入口

交差点

塚原
交差点

資料１
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福井都市圏における道路交通の
サービス改善に向けて
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Ⅰ．現状課題、地域計画



坂井市春江町
福井市北部

鯖江市中心部
越前市中心部

福井市中心部

敦賀市中心部

E8

１. 現状課題 （１） 人口（ヒト）・産業（モノ）の分布

○ 昼間には、福井市中心部や福井市北部、坂井市春江町、鯖江市、越前市、敦賀市中心部に多くの
ヒトが集積

○ 特に、福井市中心部に産業活動が集中しており、多くの企業立地や活発な物流活動が予想

昼夜間人口の差分図（500mメッシュ）

※昼夜人口差 ＝ 昼間人口 ー 夜間人口

〔データ〕令和2年国勢調査

県内企業の売上金額分布と産業別売上金額※

2

福井市

越前市

坂井市

鯖江市

敦賀市

あわら市

永平寺町
勝山市

大野市池田町

越前町

南越前町

美浜町

若狭町

小浜市

おおい町

高浜町

福井市中心部に
産業が集積

〔出典〕 内閣府；県民経済計算（経済活動別県内総生産）を基に作成
※従業者1人当たりの売上金額×従業員数（町丁字別）で算出

凡 例

売金額上（億円）

：0～100

：100～200

：200～

：高速道路

：国道

：フェニックス通り

凡 例

昼夜人口差（人）

2

8

30

305

364

416 157

158

158

476
365

229

28

E67

8

305

476

417
157

161162

303

27

162

8



鉄道

0.1%

海運

3.5%
自動車

96.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

徒歩

12.5%

二輪車

8.2%

自動車

76.6%

路線バス

0.8%

鉄道

1.7%
その他

0.1%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

単位：千トリップ/日
（ＯＤ＝10千トリップ/日以上のみ表示）

福井市
417

敦賀市
102

小浜市
46

大野市
47

勝山市
34

鯖江市
74

あわら市

25

越前市
118

坂井市
100

永平寺町

19

越前町
15

高浜町
13

おおい町

10

若狭町
16

県外

美浜町
8

39

15

67

18

10

40

26

17

26

4

11

※県外の内々交通は未記載

内々
交通

１. 現状課題 （２） ヒト・モノの交通手段と特性

○ 福井県内における人・物流の移動手段は自動車が占有

○ 自動車の交通流動は、福井市を中心とした結びつきが強く、特に福井都市圏の都市間連絡速度は低く、
渋滞損失時間も大きい

※ 福井県が発着点であるトリップを集計

県内の移動手段割合

n = 1,658,581

n = 48,636千トン

【人流】

【物流】
〔出典〕 第3回福井都市圏パーソントリップ調査

〔出典〕 令和4年 貨物地域流動調査

県内の自動車の交通流動

161

27

8

158

E8

E27

あわら市

勝⼭市

⼤野市

敦賀市

⼩浜市

福井市

坂井市

鯖江市

越前市

©NTTインフラネット

福井県の渋滞損失時間3Dマップ

福井県内の都市間連絡速度※

〔出典〕 福井県：R3年交通調査基本期間別損失時間算定結果より算出（昼間12時間（7時～19時） ）

※センサス区間単位のデータをDRMリンク区間に紐づけて平日のみのデータで集計

凡 例

：～1万人時間/年

：1～5万人時間/年

：5～10万人時間/年

：10～15万人時間/年

：15～20万人時間/年

：20～30万人時間/年

：30万人時間/年以上

※都市間の最短距離を最短所要時間で除したもの
＜最短所要時間＞

ETC2.0プローブデータ（2023年10,11月）の
平日昼間12時間の平均所要時間

福井県 約37km/h

福井県嶺北地域 約33km/h

福井都市圏（福井市～坂井市） 約27km/h

（参考）日本全体：61km/h

〔出典〕 ETC2.0プローブデータ（様式2-3）, 
2023年10,11月の平日平均, （市道
は算出対象外）

高速道路

直轄国道

都市間連絡速度

人口の多い市

50～60km/h未満

40～50km/h未満

30～40km/h未満

30km/h未満

凡 例

©NTTインフラネット

※人口の多い市を抽出

〔出典〕 令和3年 自動車起終点調査

：福井市関連OD

：福井市と関連しないOD

：高速道路

：一般国道

：県道（主要・一般）

：福井県庁

：市町村役場（本庁）

凡 例

3

8

27

161

158



○ 福井県の都市計画マスタープランでは、福井市など拠点となる都市を中心として、国道８号では地域レベルの高規格道路の機能を補完する
主な国道として、都市間の連携・交流を促進する都市づくりが進められている

○ 福井市では、電車・バス・自動車・自転車など様々な移動手段をネットワーク化し、移動の目的に応じて交通手段を選択できる交通環境の構築を目指し、
乗り継ぎ利便性の向上に取り組む計画

○ 福井市の立地適正化計画（H31.3）では、中心市街地が都市機能誘導区域に設定され、市街化区域全体が居住誘導区域に設定されている

県都市計画における都市間連携の方針

２. 地域計画

福井市都市計画における道路の配置・整備方針

福井市の地域公共交通計画

〔出典〕 福井市地域公共交通計画（R6～R10）、2024.3

福井市の立地適正化計画

4〔出典〕 福井市都市計画マスタープラン （分野別構想）、2025.9

市内各地域が相互に連携し、交流
できる幹線道路ネットワークを形成

市街化区域における暮らしのイメージ

都市機能誘導区域

〔出典〕 福井市立地適正化計画 2025.9に都市機能誘導区域を加筆

現状、国道８号などの限られ
た路線に⼤量の交通が集中

国道8号は地域レベルの⾼規格道路
の機能を補完する路線に位置付け

福井市を中⼼拠点と
して地域間の連携

〔出典〕 福井県；福井県都市計画マスタープラン R6.2
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凡 例

○ 福井市を中心とした結びつきが強く、その結びつきは、南は越前市、北はあわら市まで及ぶ

県内の自動車の交通流動（再掲）

：福井市関連OD
：福井市と関連しないOD
：高速道路
：一般国道
：県道（主要・一般）
：福井県庁
：市町村役場（本庁）

福井市
417

敦賀市
102

小浜市
46

大野市
47

勝山市
34

鯖江市
74

あわら
市
25

越前市
118

坂井市
100

永平寺町

19

越前町
15

高浜町
13

おおい町

10

若狭町
16

県外

美浜町
8

39

15

67

18

10

40

26

17

26

4

11

〔出典〕 令和3年 自動車起終点調査

あわら市

越前市

単位：千トリップ/日
（ＯＤ＝10千トリップ/日以上のみ表示）

※県外の内々交通は未記載

内々交通

6

１．【現状】トリップ特性 （１） 交通流動



○ 北部、南部、東部地域から福井中心部に向かうトリップの経路を分析
○ 北部、南部地域からは国道8号、フェニックス通り、東部地域からは国道416号が大きな割合を占める

＜代表拠点から福井市中心部までの利用路線の分担率＞

7
〔データ〕 ETC2.0プローブデータ（様式2-1）,2023年10月（平日）

※ 各路線を通過したトリップの発着エリアを集計

丸岡IC

福井北IC

福井港

武生IC

金津IC

114

福井市

越前町

あわら市

坂井市

越前市

勝山市

大野市

国道8号
24%

フェニックス通り

（県道30号・28号・229号）
19%県道5号

19%

県道29号
13%

県道268号
10%

国道416号
5%

その他
10%

国道8号
64%

フェニックス通り

（県道30号・28号・229号）
19%

北陸道
6%

県道25号
5%

県道6号
3%

県道28号
2% その他

1%

鯖江市、越前市、越前町
⇒福井市中心部

あわら市、坂井市、福井市北部
⇒福井市中心部

永平寺町、勝山市、大野市
⇒福井市中心部

国道416号
56%

国道158号
23%

県道114号
16%

その他
5%

N=9,807

N=11,892

N=2,139

１．【現状】トリップ特性 （２） 福井市中心部へのトリップ経路（分担率）

鯖江IC

福井IC

28

永平寺町

鯖江市

8

20

10
108

416

29

30 268

416

5

114

164

178

28

6

115

158

28

182

25

229



○ 災害直後から、避難・救助をはじめ、物資供給等の応急活動のために、緊急車両の通行を確保する
ための「緊急輸送道路」や、物流の観点から重要な路線である「重要物流道路」

○ 福井都市圏では、北陸自動車道や国道８号、県道20号・108号・10号が両道路に指定

8

緊急輸送道路と重要物流道路
緊急輸送道路
• 災害直後から、避難・救助をはじめ、物資供給等

の応急活動のために、緊急車両の通行を確保す
べき重要な路線で、高速自動車国道や一般国道
及びこれらを連絡する基幹的な道路。

重要物流道路
• 平常時・災害時を問わない安定的な輸送を確保

するため、物流上重要な道路輸送網として国土
交通大臣が指定した路線。

丸岡IC

福井北IC

福井IC

鯖江IC

武生IC

：第1次緊急輸送道路

：第２次緊急輸送道路

：第３次緊急輸送道路

：重要物流道路※補完路は非表示

凡 例

金津IC

２. 【現状】重要道路インフラ（防災・物流）

416

158

8

8

20

10108



３. 【現状】交通量 ー交通量・混雑度（断面別） ー南北軸断面ー

※ 各断面のセンサス道路について確認
（5,000台/12時間以上の区間をグラフ化）

○ 国道８号の交通量が多く、南北軸断面B、C、Fでは、３割程度の交通を担っている
○ 断面Bの県道29号、断面Cの県道5・164号、断面Dの県道6・28・182号、断面Fの国道8号で混雑度が大きい

断面交通量と混雑度、分担率
（ %は南北軸断面が跨るセンサス路線の合計交通量に対する比率<分担率>）

※ 交通量が１.５万台以上のものを薄いピンク、３万台以上のものを濃いピンクに着色

〔データ〕 令和3年度 道路交通センサス

断面交通量の集計結果（南北軸断面）

1 2 3 4 5

1 2 3 4 5

1 2 3 4 5

1
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3 4
5
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1
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3 4 5

断
面
A

断
面
B

断
面
C

断
面
D

断
面
E

E8

E8

E8

6

7

1
2 3 4

1

2
3

断
面
F

断
面
G

6

断面A
計 68,534
台/12時間

断面B
計 125,128
台/12時間

断面C
計 110,747
台/12時間

断面D
計 137,623
台/12時間

断面E
計 93,016
台/12時間

断面F
計 90,840
台/12時間

断面G
計 60,462
台/12時間

9

：0 – 1,000

：1,000 – 2,000

：2,000 – 3,000

：3,000 – 4,000

：4,000 – 5,000

：5,000

昼間12時間交通量

上下計（台/12時間）

：県庁
：市役所、町役場
：交通量観測地点

凡 例

8,074 10,203 8,684 6,590 

15,365 0.89 0.96 0.89 0.84

0.31

0.00

1.00

2.00

0

20,000

40,000
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7,244 16,796 6,103 35,352 

15,481 0.91 0.68

1.65
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○ 全断面において、福井市中心部における路線の交通量が多い
○ 断面Iでは、国道416号、県道114号、県道5号の交通量が多く、ほぼ均等に分担されている
○ 断面Hの県道178号、断面Iの国道416・417号、県道182号、断面Jの県道6・28号、国道417号で混雑度が大きい

※ 各断面のセンサス道路について確認
（10,000台/12時間以上、混雑度1.25以上、ICへ連絡する区間
のいずれかに該当するものをグラフ化）

断面交通量と混雑度、分担率
（ %は東西軸断面が跨るセンサス路線の合計交通量に対する比率<分担率>）

※交通量が１.5万台以上のものを薄いピンク、３万台以上のものを濃いピンクに着色

断面交通量の集計結果（東西軸断面）

E8

E8

E8

1

5

3

8

6

8

1

1

2

2

3
4

3

2

7

6

6

5

7

断⾯H
計 206,260
台/12時間

断⾯B
計 208,641
台/12時間

断⾯J
計 158,388
台/12時間

昼間12時間交通量

上下計（台/12時間）

：県庁
：市役所、町役場
：交通量観測地点

：0 – 2,000

：2,000 – 4,000

：4,000 – 6,000

：6,000 – 8,000

：8,000 – 10,000

：10,000

凡 例

３. 【現状】交通量 ー交通量・混雑度（断面別） ー東西軸断面ー
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〔データ〕 令和3年度 道路交通センサス10
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○ 福井市中心部や交差点周辺において、指定最高速度に対する平均旅行速度の割合が60％未満の箇所が多く存在

11

４. 【課題】閑散時旅行速度

道路リンク別の平均旅行速度（閑散時）

福井市

坂井市

永平寺町

越前町
鯖江市

越前市

あわら市 ⽯川県

勝⼭市

丸岡IC

鯖江IC

武⽣IC

⾦津IC

福井港

福井北IC

福井IC

福井市

坂井市

永平寺町

越前町
鯖江市

越前市

あわら市
⽯川県

勝⼭市

丸岡IC

鯖江IC

武⽣IC

⾦津IC

福井港

福井北IC

福井IC

©NTTインフラネット

©NTTインフラネット

⼤野市

⼤野市

平日 午前2時

休日 午前2時 ：60㎞/h以上

：40㎞/h以上50㎞/h未満

：30㎞/h以上40㎞/h未満

：20㎞/h未満

：50㎞/h以上60㎞/h未満

：20㎞/h以上30㎞/h未満

凡 例

福井市

坂井市

永平寺町

越前町
鯖江市

越前市

あわら市
⽯川県

勝⼭市

丸岡IC

鯖江IC

武⽣IC

⾦津IC

福井港

福井北IC

福井IC11

〔データ〕 ETC2.0プローブデータ（様式2-3）,2023年10、11月

＜拡大図＞

＜拡大図＞

福井市

坂井市

永平寺町

越前町

鯖江市

越前市

あわら市

⽯川県

勝⼭市

丸岡IC

鯖江IC

武⽣IC

⾦津IC

福井港

福井北IC

福井IC

©NTTインフラネット

©NTTインフラネット

：30％未満

：40～50％

：50～60％

：70％以上

：30～40％

：60～70％

凡 例

※ 指定最高速度は、令和３年度
全国道路・街路交通情勢調査及
び警察の規制状況を確認

道路リンク別の指定最高速度※に対する平均旅行速度割合（閑散時）

：60㎞/h以上

：40㎞/h以上50㎞/h未満

：30㎞/h以上40㎞/h未満

：20㎞/h未満

：50㎞/h以上60㎞/h未満

：20㎞/h以上30㎞/h未満

凡 例

※ 交通需要の影響をほとんど受けていない時間帯の旅行速度

©NTTインフラネット

©NTTインフラネット

丸岡IC

福井北IC

福井IC

丸岡IC

福井北IC

福井IC



○ 福井市中心部において、指定最高速度に対する平均旅行速度の割合が40％未満の箇所が多く存在

12
〔データ〕 ETC2.0プローブデータ（様式2-3）,2023年10、11月

５. 【課題】混雑時旅行速度

©NTTインフラネット

福井市

坂井市

永平寺町

越前町
鯖江市

越前市

あわら市
⽯川県

勝⼭市

丸岡IC

鯖江IC

武⽣IC

⾦津IC

福井港

福井北IC

福井IC

丸岡IC

鯖江IC

武⽣IC

⾦津IC

福井北IC

福井IC

道路リンク別の平均旅行速度（混雑時）

福井市

坂井市

永平寺町

越前町
鯖江市

越前市

あわら市
⽯川県

勝⼭市

丸岡IC

鯖江IC

武⽣IC

⾦津IC

福井港

福井北IC

福井IC

©NTTインフラネット

⼤野市

⼤野市

平日 午前7時

休日 午後4時 ：60㎞/h以上

：40㎞/h以上50㎞/h未満

：30㎞/h以上40㎞/h未満

：20㎞/h未満

：50㎞/h以上60㎞/h未満

：20㎞/h以上30㎞/h未満

凡 例

道路リンク別の指定最高速度※に対する平均旅行速度割合（混雑時）

：30％未満

：40～50％

：50～60％

：70％以上

：30～40％

：60～70％

凡 例

福井市

坂井市

永平寺町

越前町
鯖江市

越前市

あわら市
⽯川県

丸岡IC

鯖江IC

武⽣IC

⾦津IC

福井港

福井北IC

福井IC

勝⼭市

福井市

坂井市

永平寺町

越前町
鯖江市

越前市

あわら市
⽯川県

勝⼭市

丸岡IC

鯖江IC

武⽣IC

⾦津IC

福井港

福井北IC

福井IC

⼤和⽥

⼤町

＜拡大図＞

※ 指定最高速度は、令和３年度
全国道路・街路交通情勢調査及
び警察の規制状況を確認

©NTTインフラネット

©NTTインフラネット

＜拡大図＞

：60㎞/h以上

：40㎞/h以上50㎞/h未満

：30㎞/h以上40㎞/h未満

：20㎞/h未満

：50㎞/h以上60㎞/h未満

：20㎞/h以上30㎞/h未満

凡 例

©NTTインフラネット

©NTTインフラネット

丸岡IC

福井北IC

福井IC

丸岡IC

福井北IC

福井IC



○ 福井市中心部に主要渋滞箇所が多く存在
○ これまでは、渋滞対策として、交通転換や信号現示の調整、右折レーンの設置等の対策を実施している

が、広域的・閑散時にも着目した対策検討は行われていなかった。

13

主要渋滞箇所と対策状況 主道路場所対策内容対策状況交差点名

一般国道８号坂井市交通転換（BP整備等）
対策済

（要追加対策）
一本田福所

一般国道８号坂井市
右折導流線の設置右折
レーン正対化

対策済
（要追加対策）

羽崎

一般国道８号坂井市右折導流線の設置
対策済

（要追加対策）
福井大橋北

（主）福井丸岡線福井市交通転換（BP整備等）
対策済

（要追加対策）
舟橋

（主）福井丸岡線福井市交通転換（BP整備等）
対策済

（要追加対策）
高木

（一）福井停車場米松線福井市交通転換（BP整備等）
対策済

（要追加対策）
志比口

（一）吉野福井線福井市右折レーン設置
対策済

（要追加対策）
四ツ井

一般国道８号福井市右折導流線の設置
対策済

（要追加対策）
産業会館

一般国道８号福井市交通転換（BP整備等）
対策済

（要追加対策）
大和田

一般国道８号福井市交通転換（BP整備等）
対策済

（要追加対策）
大和田南

市道福井市交通転換（BP整備等）
対策済

（要追加対策）
高木中央

（一）吉野福井線福井市交通転換（BP整備等）
対策済

（要追加対策）
宝永

一般国道３６５号越前市現道拡幅
対策済

（要追加対策）
上太田第二

一般国道８号越前市交通転換（経路誘導）
対策済

（要追加対策）
横市

一般国道３０５号坂井市信号現示の調整
対策済

（モニタリング中）
三国東７

一般国道８号鯖江市信号現示の調整
対策済

（モニタリング中）
東鯖江

一般国道４１６号福井市信号現示の調整解除済堀ノ宮

市道福井市交通転換（BP整備等）解除済芝原上新橋南詰

一般国道４１７号鯖江市右折レーン延伸解除済糺町

一般国道４１７号鯖江市対策無し解除済西鯖江

（一）小曽原武生線越前市交通転換（BP整備等）解除済万代橋東詰

丸岡IC

福井北IC

福井IC

福井港

鯖江IC

武生IC

金津IC

28

一本田福所

三国東7

羽崎

福井大橋北

大和田
大和田南

高木
高木中央

舟橋

堀ノ宮

芝原上新橋南詰志比口

産業会館

宝永 四ツ井

東鯖江

西鯖江

糺町

主要渋滞箇所（対策済）

主要渋滞箇所（特定解除済）

横市
上太田第二

万代橋東詰

福井市

坂井市

永平寺町

越前町 鯖江市

あわら市

越前市

凡 例

６．その他 （参考） 主要渋滞箇所

8

114

108

20

29

30

10

5
416

416

417

158

164

178

28

115

182

6

28 229



○ 信号交差点の密度が大きくなればなるほど事故発生頻度は高くなる。

４．その他 （参考） 福井県内の死傷事故発生状況（R1～R4）

事故発生件数×信号交差点密度

14

福井県 死傷事故件数 マップ

〔データ〕 交通事故・道路統合データベース（R1～R4）

※イタルダ区間別の死傷事故件数（件/4年）を集計し表示

事故発⽣件数

8件7件6件5件4件3件2件1件0件

0%0%0%0%0%0%0%3%96%0箇所
(1746区間）

１
ｋ
ｍ
ँ
ञ
ॉ
भ
信
号
交
差
点
数

0%0%0%0%0%1%2%9%88%0〜2箇所未満
（4166区間）

0%0.1%0%0.4%1%2%5%18%75%2〜4箇所未満
（1364区間）

0.2%0.2%0.5%0.5%1%2%6%16%73%4箇所以上
（414区間）

〔データ〕 交通事故総合分析センター（R1～R4）
平成27年度全国道路・街路交通情勢調査

0.0%

5.0%

10.0%

15.0%

20.0%

25.0%

30.0%

0箇所 0〜2箇所未満 2〜4箇所未満 4箇所以上交
差
点
密
度
別
の
事
故
発
⽣
頻
度

1㎞あたりの信号交差点数

8件
7件
6件
5件
4件
3件
2件
1件

信号交差点が多いと
事故発生件数が増加する傾向 ＜事故件数＞

〇事故発⽣件数（交差点）

交差点密度が高い福井
市中心部に事故の多い
交差点・単路が集中

〇事故発⽣件数（単路）

︓１件

︓２〜３件

︓４〜５件

︓６件以上

︓１件

︓２〜３件

︓４〜５件

︓６件以上

©NTTインフラネット



12.3%

2.2%

30.5%

25.3%

4.6%

8.4%

16.6%

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

全国

事
故

類
型

割
合

人対車両 正面衝突 追突 出会い頭 左折時 右折時 その他

○ 国道８号、国道416号、フェニックス通り、県道5号～国道158号では追突事故の割合が最も多い

15〔データ〕 福井県内：交通事故・道路統合データベース

全国：交通事故統合データセンター；交通統計

４．その他 （参考） 福井県内事故の事故類型

0.8 
4.5 

2.2 
0.4 

4.1 
1.1 

0.8 

0.2 

1.5 

0.2 

0.0 
0.5 

8.8 

20.4 

10.2 

2.9 

8.6 

4.2 

1.5 

10.6 

6.0 

1.0 

11.8 

4.3 

0.5 

1.7 

0.8 

0.1 

1.2 

0.4 

1.5 

4.8 

3.6 

1.5 

5.8 

1.7 

2.1 

5.1 

2.9 

0.6 

6.9 

1.0 

0

5

10

15

20

25

30

35

40

45

50

死
傷

事
故

率
（
件
/億

台
キ

ロ
）



Ministry of Land, Infrastructure Transport and Tourism

Ⅲ．重要路線の選定



○ トリップ経路、路線の重要度、閑散時・混雑時の旅行速度の観点から、サービスレベルの向上において
重要な路線を選定

重要路線

エリア設定に向けた重要路線の選定

17

丸岡IC

福井北IC

福井IC

福井港

鯖江IC

武生IC

金津IC

福井市

坂井市

永平寺町

越前町
鯖江市

越前市

課題路線

重要路線

凡 例

南北軸

東西軸

合 計
混雑時旅行速度閑散時旅行速度路線の重要度トリップ経路

課題路線

東行西行東行西行重要道路インフラ交通量東部南部北部

112221112国道416号

511111国道158号

211県道6号

62211
県道114号・115号

（さくら通り）

312県道182号

312国道417号

4112
県道20号・108号・

10号

合 計

混雑時旅行速度閑散時旅行速度路線の重要度トリップ経路

課題路線

2pt：指定最高速度30%未満区間
の合計延長が1km以上

1pt：指定最高速度40%未満区間
の合計延長が1.5km以上
（平日、休日いずれか）

2pt：指定最高速度40%未満区間
の合計延長が200m以上

1pt：指定最高速度60%未満区間
の合計延長が500m以上
（平日、休日いずれか）

重要道路インフラ

2pt：第1次緊急＋重物
1pt：第1次緊急

交通量

2pt：3万台
以上/日

1pt：1.5万台
以上/日

2pt：1番多い
1pt：2番目に多い

北行南行北行南行東部南部北部

1622222222国道8号

612111
県道5号

（芦原街道）

11県道29号

71111111
県道30号・28号・

229号
（フェニックス通り）

211県道164号

0県道178号

南北軸、東西軸おいて、課題の多い（ポイントの大きい）６路線を重要路線として選定

あわら市

8

108

417

158

20

10

29

5
30

115
114

164

178

28
6

28

182

229

416



Ministry of Land, Infrastructure Transport and Tourism

Ⅳ．対象エリアの設定



選定した重要路線について、対象とする区間を閑散時・混雑時の旅行速度により、設定する。

進行
方向

：沿道立地のある区間 ：平面区間 ：高架区間

19

１. 対象区間設定 【国道８号】

進行
方向

平
⽇

休
⽇

０

12
6

18
０

12
6

18

０

12
6

18

平
⽇

休
⽇

０

12
6

18

指定最高速度に対する平均旅行速度の割合

五
郎
丸

九
頭
竜
川

浅
水
川

米
松

金
津IC

口

日
野
川 足

羽
川

越
美
北
線

新
保

え
ち
ぜ
ん
鉄
道

兵
庫
川

塚
原

至 武生IC

葛
岡

長
泉
寺

大
土
呂

大
町

板
垣

足
羽
橋
北

大
和
田

上
安
田

田
島
川一

本
田

五
味
川

竹
田
川

熊
坂
川

玄
女 熊

坂

江
端
川

高
橋
川

荒
川

古
川

丸
山

芳
野
川

権
世
川

北
陸
新
幹
線

熊
坂
川 至

石
川
県
小
松
市北

陸
新
幹
線

越前市 鯖江市 坂井市 あわら市福井市 ⽯川県

至 福井北IC

至

南
越
前
町

御
幸

黒
津
川

ハ
ピ
ラ
イ
ン
ふ
く
い
線

ハ
ピ
ラ
イ
ン
ふ
く
い
線

ハ
ピ
ラ
イ
ン
ふ
く
い
線

塚
原 葛

岡

五
郎
丸

⻑
泉
寺

御
幸

⼤
⼟
呂

⼤
町

板
垣

⼀
本
⽥新

保
丸
⼭

⽶
松

⾜
⽻
橋
北

⾦
津IC

⼊
⼝

上
安
⽥

⼤
和
⽥

⽞
⼥

※ IC接続位置までとする

北
野

28

40 194

194
185

208

18

32

32

182

180

179
242

242 114

114

128
416

416

111

111

112 10

27210

37 61

142

365

8

4.5km3.7km2.5km2.9km2.6km1.5km1.1km1.4km1.8km0.8km1.5km3.4km4.1km2.2km2.0km5.2km

： 30%未満 ： 30%以上40%未満 ： 40%以上50%未満 ： 50%以上60%未満 ： 60%以上70％未満 ： 70%以上

： データ欠損

＜凡 例＞

： 課題のある時間・箇所（閑散時） ：対象区間端部：課題のある時間・箇所（混雑時） 〔データ〕ETC2.0 R5.10

指定最高速度に対する平均旅行速度の割合

2.0km



選定した重要路線について、対象とする区間を閑散時・混雑時の旅行速度により、設定する。

平
⽇

休
⽇

０

12
6

18

０

12
6

18

０

12
6

18

平
⽇

休
⽇

０

12
6

18

20

進行
方向

進行
方向

１. 対象区間設定 【県道30・28・229号 （フェニックス通り等）】

2.4km 2.0km 1.0km 2.5km 2.0km 1.2km 0.5km 0.4km 1.7km 1.9km 1.2km 0.7km 0.7km

1.0km

： 30%未満 ： 30%以上40%未満 ： 40%以上50%未満 ： 50%以上60%未満 ： 60%以上70％未満 ： 70%以上

： データ欠損

＜凡 例＞

： 課題のある時間・箇所（閑散時） ：対象区間端部：課題のある時間・箇所（混雑時） 〔データ〕ETC2.0 R5.10

指定最高速度に対する平均旅行速度の割合

花堂

⻄
縦
貫
線

浅
⽔
駅
前

花
堂

新
⽊
⽥

⼤
名
町

裁
判
所
前

東
下

⾈
橋

森
⽥
駅
前

六
才
橋

南
横
地

栗
森
町
東

糺
町

⾳
楽
堂
⻄
⼝

幾
久
南

森
⽥
中
学
校

©NTTインフラネット
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229
28

416

30

8

指定最高速度に対する平均旅行速度の割合



選定した重要路線について、対象とする区間を閑散時・混雑時の旅行速度により、設定する。

平
⽇

休
⽇

０

12
6

18

０

12
6

18

０

12
6

18

平
⽇

休
⽇

０

12
6

18

21

進行
方向

進行
方向

１. 対象区間設定 【県道5号 （芦原街道）・国道158号】

1.0km 2.6km 0.6km 2.1km 0.7km 1.1km 1.0km 1.9km 3.5km 1.7km 4.4km 1.6km 1.0km

1.0km

： 30%未満 ： 30%以上40%未満 ： 40%以上50%未満 ： 50%以上60%未満 ： 60%以上70％未満 ： 70%以上

： データ欠損

＜凡 例＞

： 課題のある時間・箇所（閑散時） ：対象区間端部：課題のある時間・箇所（混雑時） 〔データ〕ETC2.0 R5.10

指定最高速度に対する平均旅行速度の割合

九
⼗
九
橋
北

⻄
⽅

⼤
名
町

⼤
宮

天
池

新
⽥
塚

⾈
橋
新

針
原

⻄
⻑
⽥

下
兵
庫

下
番
蔵
間

芦
原
⼩
学
校
前

⾈
津
⼝

済
⽣
会

病
院
⼊
⼝

©NTTインフラネット

5

4168

5

158

指定最高速度に対する平均旅行速度の割合



選定した重要路線について、対象とする区間を閑散時・混雑時の旅行速度により、設定する。

平
⽇

休
⽇

０

12
6

18

０

12
6

18

０

12
6

18

平
⽇

休
⽇

０

12
6

18

22

進行
方向

進行
方向

１.対象区間設定 【国道416号】

2.2km1.4km1.9km1.0km1.7km3.2km1.7km1.1km2.0km4.4km

1.0km

： 30%未満 ： 30%以上40%未満 ： 40%以上50%未満 ： 50%以上60%未満 ： 60%以上70％未満 ： 70%以上

： データ欠損

＜凡 例＞

： 課題のある時間・箇所（閑散時） ：対象区間端部：課題のある時間・箇所（混雑時） 〔データ〕ETC2.0 R5.10

指定最高速度に対する平均旅行速度の割合

柳
原

佐
野

七
瀬
橋

剣
⼤
⾕
町

⼭
室
南

堀
ঀ
宮

⼤
宮

幾
久
南

新
保

福
井
北IC

南
©NTTインフラネット

︵
都
︶
⾈
橋
新
安
⽵
線

ध
भ
交
差
点

5

416

8

305 30

416

指定最高速度に対する平均旅行速度の割合

県
⽴
歴
史

博
物
館

林
؞
藤
島



選定した重要路線について、対象とする区間を閑散時・混雑時の旅行速度により、設定する。

23

平
⽇

休
⽇

平
⽇

休
⽇

115
115

114

進行
方向

進行
方向

１. 対象区間設定 【県道114号・県道115号 （さくら通り）】

⻄
学
園
؞
飯
塚

東
安
居
⼩

光
陽

⼤
仏
前

裁
判
所
前

宝
永

四
ॶ
井

⽶
松

福
井
東
部
広
域
農
道

©NTTインフラネット

5
830

114

： 30%未満 ： 30%以上40%未満 ： 40%以上50%未満 ： 50%以上60%未満 ： 60%以上70％未満 ： 70%以上

： データ欠損

＜凡 例＞

： 課題のある時間・箇所（閑散時） ：対象区間端部：課題のある時間・箇所（混雑時） 〔データ〕ETC2.0 R5.10

指定最高速度に対する平均旅行速度の割合

指定最高速度に対する平均旅行速度の割合

０

12
6

18

０

12
6

18

０

12
6

18

０

12
6

18

115
115

1.0km

0.9km 0.7km1.3km 0.5km1.0km1.0km 0.4km 0.7km 1.4km 1.4km



○ サービスレベルの向上が必要な重要路線の対象区間から福井都市圏における対象エリアを設定

２. 対象エリアの設定

24

 国道8号
（金津IC入口交差点～塚原交差点）

 県道30・28・229号（フェニックス通り等 ）
（栗森町東交差点～糺町交差点）

 国道416号
（七瀬橋交差点～新保交差点付近）

 県道115号・114号（さくら通り）
（西学園・飯塚交差点

～無名交差点（福井東部広域農道交差の西隣））

 県道5号（芦原街道）・国道158号
（舟津口交差点～済生会病院入口交差点）

重要路線

丸岡IC

福井北IC

福井IC

福井港

鯖江IC

武生IC

金津IC

福井市

坂井市

永平寺町

越前町
鯖江市

越前市

あわら市

金津IC入口交差点

塚原交差点

西学園・飯塚交差点

糺町交差点

七瀬橋交差点

済生会病院入口交差点

無名交差点
（福井東部広域農道交差の西隣）

新保交差点

栗森町東交差点

舟津口交差点

課題路線

対象エリア

凡 例

重要路線 課題箇所
（混雑時）

課題箇所
（閑散時）

5

416

108

8

10

20

29

30

164

178158
28

28

115 114

182

229

6

対象エリアの設定



Ministry of Land, Infrastructure Transport and Tourism

Ⅴ．今後の進め方



Ministry of Land, Infrastructure Transport and Tourism

第２回 福井都市圏における道路交通のサービス改善に向けた検討会

＜構成メンバー＞国、県、市、ＮＥＸＣＯ、警察、学識者
＜検討事項＞ 対象エリアの設定、サービスレベルを設定する上で必要とする分析

第３回以降～ 福井都市圏における道路交通のサービス改善に向けた検討会
＜構成メンバー＞国、県、市、ＮＥＸＣＯ、警察、学識者
＜検討事項＞ サービスレベル（目標）の設定、実状把握、要因分析、対策案の検討 など

今後の進め方（案）

WISENET2050 政策集策定

第1回 福井都市圏における道路交通のサービス改善に向けた検討会
＜構成メンバー＞国、県、市、ＮＥＸＣＯ、警察、学識者
＜検討事項＞ 地域の社会課題、道路ネットワークの状況、検討会の目的

令和7年2月19日

令和5年10月31日

対象エリアの設定

対策検討

サービスレベルを設定する上で必要とする分析

現状把握・要因分析

26

本日

サービスレベル（目標）の設定



サービスレベルを設定する上で必要とする分析

対象エリアの設定

OD分析等による拠点設定
（拠点の機能・規模を確認）

拠点間の連絡経路の確認

拠点間の経路と
構成する各路線の現状を確認

サービスレベル（目標）

＜例＞ ある拠点間を ”いつでも” 『〇分』でつなぐ（＝速達性・定時性の確保）

5 　 多

4 1

3 　 出現数

2 1

1 　 少

発着車両の多さによるヒートマップを作成し分析

国道８号等および
アクセス区間からなる経路
（現状の連絡時間＝〇分）

拠点の設定

対象エリア
（今回設定）

サービスレベルの向上を
目指す対象エリア設定

27

担うべき機能 と 利用実態、地域等が求めるもの を確認

担うべき機能 と 利用実態、地域等が求めるものを総合し、サービスレベル（目標）を設定



サービスレベルを設定する上で必要とする分析

28拠点A 拠点B

国道8号

県道

市道

県道

 利用実態（沿道立地・トリップ長等）

旅行速度
（km/h）

○ サービスレベル（目標）を設定するため、各路線の担うべき機能や利用実態、地域等が求めるもの
を分析把握する

Step1 Step1

Step2

現状【閑散時】：〇分

現状【混雑時】：〇分

担うべき機能：〇分

Step5
サービスレベル（目標）：〇分

Step3

Step4

 地域の目指すべき姿
イメージ




